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【概要】 

表現力が未熟な就学前児童 36 名を対象に、ストーリーブック（絵本だと解釈していま

す）の読み聞かせが語彙の習得与える影響を調べた。絵本の読み聞かせの効果が子どもが

積極的に参加した場合の方が通常の読書会に参加した場合と比べて 

表現力やその後の習得率への影響を検証した。有益な効果が大きいかどうかを検証した。

絵本の読み聞かせは、8 人の子どものグループで行われました。 

 

実験参加者と実験方法 

3 歳から 5 歳までの 36 人の子どもたち（女の子 21 人、男の子 15 人）だが、学習障害

と診断された子どもや特段表現力に問題のない子ども、リーディングセンター（読解の教

育機関？）に通っている子どもなど、計 8 名はデータから排除して同一の子どもたちで分

析するよう調整を行った。結果、語彙力のない子どもたちは、読書会で新しい語彙を学ぶ

ことができた。 

 カナダのデイケアセンターに子どもたちをグループごとに集めて読み聞かせを計 20 回

行った。各フロアに集められ、読み聞かせを行う。使用する絵本は「語彙を高めるもの」

「ストーリー性があって感情に刺激するもの」など習得させたいものを選択して読み聞か

せをする。 

 

結果 

 

 統計的には今回の論文では有意な情報ではないが、出席率が対話型読み聞かせと通常型

読み聞かせで差があった（対話型：17 日、通常型：15 日）2 日の差で、各子どもの特性も



影響するので分析には使用していない（ただ、個人的に 2 日の差でも結構でかいんじゃな

いかと思っている）。 

 対話型の子どもたちは、表現力のある語彙のスコア（EOWPVT-R）が通常型の子ども

たちに比べて、表現力のある語彙のスコアが優れているという結果になった（表参照）。 

 

【感想と今後の BFC】 

 この論文がカナダということで先進国で実施されたものなので BFC ではマダガスカル

というよりかは日本での活動に意義があるものだと思えた。これまで実施した読み聞かせ

企画は好評いただけたものの、この論文的には「通常型」の読み聞かせであった。今後の

企画では対話的な読み聞かせもしていきたいと思う。また、絵本の作成の際もストーリー

性がこれまでの先輩方の本ではすごく重視されていた（もちろんストーリー性はとても重

要です）が、語彙の習得を目的としたコンテンツやページも加えてもいいのでは思う。教

科書作成では識字率とか作ってるので絵本もその要素があってもいいなと思う。語彙の増

加に伴い、ストーリー性の理解の幅ももっと広がると思う。次の論文では「ストーリー性

理解がメインの絵本と語彙習得がメインの絵本の比較」について先行研究を探していきた

い。 


